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【開会】 

議題１ 令和４年度第８期介護保険事業の実績について 

 

●事務局より資料に沿って説明 

 

居宅サービスについて、令和４年で年間利用者延べ人数は計画値より１万人

以上増えているが、給付費はほぼ計画値どおりであることについて、分析はし

ているのか。 

 

人数が多いにもかかわらず給付費が抑えられているのは、単価が低いと

いうことである。利用者の介護度等を確認することで要因は把握できるの

ではないかと思うが、現状としては詳細な分析はできていない。 

 

異動者数一覧で転出が230人で、住所地特例が210人となっている。うち

の施設でも住所地特例の人はいるが、市としては、住所変更について働き

かけなどは何かしているのか。 

 

本来であれば、住民票は生活本拠に置くものであるので、それぞれでや

っていくのが正しいやり方なのではないかと思う。市の方から何か働きか

けるということは考えていない。 

 

 

議題２ 令和４年度地域包括支援センター事業の実績について 

 

●事務局より資料に沿って説明 

 地域包括支援センターからの意見 

アルコール依存症対策について：アルコール依存症の問題を抱えた高齢

者、世帯への支援についても計画に盛り込んでほしいという意見があっ

た。現段階の素案には入っていないが、何らかの形でアルコール依存症に

ついては入れていく予定である 

 

生活圏域毎の比較について、地域包括支援センターがあるところとない

ところで差があるという説明だったが、センターから離れている地域の人 

については、どのような対応を考えているか。 

 

住んでいる地域で差が出てきたり、サービスを享受できないということ

があってはならないので、大井総合福祉センターに昨年度からふじみんぴ

んしゃんホールができて、ここを介護予防の拠点として今年度から本格稼

働している。現在毎日予約で埋まっている状況である。今後は、使っても

らえるように周知していきたい。 

介護予防センターでもふじみんぴんしゃんホールでも使っている人は全

体から見ると一部の人に限られているので、広く取組を周知するととも 
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に、民生委員や包括支援センター、居宅介護支援事業者等の連携を密にし 

て、必要な人への支援につながるような取組をしていく。 

また、できるだけ早い段階で、介護予防に取り組んでいくことが重要なの

で、高齢者になる前の健康づくり事業と連携しながらサービスが届くよう

にしていきたいと思っている。 

 

地域包括支援センターからの意見の中に、小規模多機能型居宅介護、定

期巡回・随時対応型訪問介護の整備というニーズがあったという認識でい

いか。 

 

意見としては、地域包括支援センターの職員から出ている。 

 

現在４つの地域包括支援センターがあるが、複数のセンターから意見が

あったのか。 

 

 この意見があったのは、１箇所である。 

 

今後この整備について、市としてはどのような対応をしていこうと考え

ているのか。 

 

 小規模多機能型居宅介護、定期巡回・随時対応型訪問介護の整備については、

現段階においては、第９期計画のなかで検討している段階で、今後議論してい

くことになる。 

 

議題３ 地域包括支援センター運営業務委託(第２圏域)受託候補法人につ

いて 

 事務局から説明 

 

他に３事業所が応札しているが、各事業所の点数などは公表されている

のか、また今後公表の予定はあるのか。 

 

 今後、点数などはＨＰで公表していく予定である。 

 

 

地域の医療と介護を守るハラスメント防止キャンペーンについて報告。 

次回の審議会は、１１月２０日(月)１３:１５からこの会場を予定して

いる。 

 

閉会 

 

 

 

 

 



 


